
高校入試対策 社会歴史プリント Ｎｏ３ 

平 安 時 代 

ポイント① 桓
かん

武
む

天皇
てんのう

の政治（おもに９世紀前半） 

①794 年 平安
へいあん

京
きょう

へ都を移す（※７８４年 長岡京） 

②蝦夷
え み し

征伐
せいばつ

 ※蝦夷
え み し

・・東北地方にいた朝廷の支配に従わなかった人々 

⇒坂 上
さかのうえの

田
た

村
むら

麻呂
ま ろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命し東北地方へ派遣 

※桓武天皇のときに国
こく

司
し

に対する監督
かんとく

が強められた 

《律令国家の変化》 

①戸
こ

籍
せき

に登録された土地から離れる人々が増える 

①戸籍にいつわりが見られるようになる 

 

《新しい仏教の動き》 

※２人とも遣唐
けんとう

使
し

で唐に行き、日本へ帰国 

①最
さい

澄
ちょう

・・天台
てんだい

宗
しゅう

 比
ひ

叡山
えいざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

（滋賀県） 

②空海
くうかい

・・真言
しんごん

宗
しゅう

 高
こう

野
や

山
さん

金剛
こんごう

峰
ぶ

寺
じ

（和歌山県） 

ポイント② 摂関
せっかん

政治 by藤原
ふじわら

氏（９世紀後半～１１世紀前半） 

★藤原氏が摂政
せっしょう

・関白
かんぱく

の地位につく ※荘
しょう

園
えん

を多く所有する 

※藤原氏は、娘を天皇のきさきにし、その子を天皇にした 

⇒摂関政治の全盛期は、１１世紀前半 

 藤原
ふじわらの

道長
みちなが

・藤原
ふじわらの

頼通
よりみち

の親子のとき 

     （⇒京都の宇治
う じ

に平
びょう

等
どう

院
いん

鳳凰堂
ほうおうどう

を造る） 

★武士の反乱（１０世紀の中ごろ） 

① 平
たいらの

将門
まさかど

の乱  in 関東地方 

②藤原
ふじわらの

純友
すみとも

の乱 in 瀬戸
せ と

内
うち

地方 
 

 

 

《国風
こくふう

文化》 

※８９４年 遣唐
けんとう

使
し

廃止 by 菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

 

仮名
か な

文字
も じ

を使った文学作品 

①紀貫之
きのつらゆき

  「古
こ

今
きん

和歌
わ か

集
しゅう

」 

②清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

 「 枕
まくらの

草
そう

子
し

」（随筆
ずいひつ

） 

③ 紫
むらさき

式部  「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」 

※浄
じょう

土
ど

信仰
しんこう

の流行（死後に極楽
ごくらく

浄
じょう

土
ど

へ生まれ変わることを願う） 

・寝殿
しんでん

造
づくり

・・貴族の邸宅
ていたく

 

ポイント③ 院政
いんせい

（１１世紀後半～１２世紀前半） 

 

★東北地方の動き（１１世紀後半） 

①１０５１年 前
ぜん

九
く

年
ねん

の役
えき

 

②１０８３年 後
ご

三年
さんねん

の役
えき

 ⇒ 源
みなもとの

義家
よしいえ

が東日本に勢力を広げる 

※後、東北地方では奥
おう

州
しゅう

藤原
ふじわら

氏
し

が力を持つ 

        （中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金色堂
こんじきどう

を造る in平
ひら

泉
いずみ

） 

★院政・・上
じょう

皇
こう

が中心となる政治 ⇒白河
しらかわ

上
じょう

皇
こう

が始める 

①１１５６年 保元
ほうげん

の乱
らん

 後
ご

白河
しらかわ

天皇 ＶＳ 崇
す

徳
とく

上皇 

②１１５９年 平
へい

治
じ

の乱
らん

 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

   ＶＳ 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

 

ポイント④ 平清盛政権（１２世紀後半）※当初は後白河上皇の院政を助ける 

①１１６７年 武士として初めて太
だい

政
じょう

大臣になる 

②日
にっ

宋
そう

貿易
ぼうえき

を行う（⇒神戸の港を修
しゅう

築
ちく

する） 

③厳
いつく

島
しま

神社
じんじゃ

の修築 in 広島県 

 


